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基準 1 教育理念・目的・育成人材像等 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育理念：国際的に活躍できる文化・翻訳・通訳・観光分野の人材

を育てることが本校の理念である。教育目標：文化・翻訳・通訳・観

光の知識を合わせ持つ総合的人材を育て、本学院生が世界の舞台で活

躍し、社会的貢献をすること。                           

能力 1健康な心身と豊かな人間性の育成；国際的な視野の育成；即戦

力、学力を揃えたハイレベルな人材育成。          

能力 2柔軟な問題解決能力と実践力。                  

能力 3優れたコミュニケーション能力。                   

能力 4基礎学力の充実と自主的、継続的学習能力。 

 これらの内容に基づいてシラバス、カリキュラムを作っているの

で、実現する可能性は高い。 

 

2018 年 4 月に文部科学省に職業実践専門課程に認定され、より実践的な人材を

教育することを目指している。企業からも講師を招聘してより実用的な授業を行

っている。企業と密接に連携して、最新の実務の知識・技能を身につけられる実

践的な職業教育を取り組んでいる。この課程を通じて、多くの学生が就職を決め

ている。 

本校は、学校教育法及び私立学校法に基づき、「観光・通訳ガイド」「日中通

訳」「日本語・日本文化」に関する専門的な知識及び技術を修得させ、実務もしく

は実生活に必要な能力の育成と教養の向上を図ることを目的とする。2015 年 4 月

開校以来、6年の間、語学教育と共に職業実践専門課程を取り入れた実践的な教

育を行えるよう、専門分野ごとの教育課程検討の場を充実させ活用している。

2020 年、2021 年、2022 年は新型コロナウィルス感染症の影響もありましたが、

教職員一同理念を持ち、人材育成に取り組みました。 
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基準１ 教育理念・目的・人材育成像  点検総合平均： 4.0 

点検小項目 点検得点 現状認識・評価等 根拠 課題とその解決方向 参考資料 

1-1 理念・目的・人材育成像は定められ

ているか。 
4 明確に定められている 

各会議で明示し、HP及び

学則にも明記されている 
新入生にも浸透させた 

HP、学則、 

手引きなど 

1-2 学校として特色を有しているか。 4 
学生、教員たちへの理解は行

き届いている 

観光、日中通訳学科を中心

に職業人材の育成を行って

いる。 

理解レベルを向上させ

た 
  

1-3 学校として将来構想を抱いている

か。 
4 

デジタル化を進めた結果を得

ることができた。 

各クラスに電子黒板を導入

し、デジタル化を進めた。 

職業人材の育成にさら

に力注ぐ 

HP、学則、 

手引きなど 

1-4 学校の理念・目的・育成人材像・特

色・将来構想等が生徒・関係業界・保護

者等に周知されているか。 

4 

理念などを学生たちに周知

し、興味がある保護者にも伝

えている。 

学生、関係者には HP、授

業などで伝えられている 
特になし 

HP、学則、 

手引きなど 

1-5 各学科の教育目標・人材育成像は、

学科等に対応する業界のニーズに向けて

方向づけられているか。 

4 

各学科は就職と職業人材の育

成を中心に教育活動を行って

いる 

観光通訳業界、ホテル業界

にある程度評価されている 

コロナウィルス感染症

下の観光業界不振。 
  

5．完璧 4．かなり進んでいる 3．普通 2．やや足りない 1．ほとんど進んでいない NA．当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

すべての点検小項目基準を満たしている 学校の理念・目的・人材育成像・特色・将来構想などを浸透させた。 

      

  最終更新日付 2023/6/23 記載責任者 張 永勝 
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基準 2 学校運営 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 新型コロナウィルス感染症の脅威がまだ継続。その中で教職員努力

し、運営状況の安定化を実現させた。 

 2016 年 4 月に日中文化芸術専門学校教職員就業規程を大阪中央労働基準監督

署に登録し、人事管理について、制度上完備されている。 
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基準２ 学校運営   点検総合平均： 4.0 

点検小項目 点検得点 現状認識・評価等 根拠 課題とその解決方向 参考資料 

2-1 運営方針は定められているか。 4 
各会議で全校教職員に示

している。 
 会議への参加、開催   連絡網 

2-2 事業計画は定められているか。 4 
各形式で関係教職員に示

している。 

定期的あるいは、不定期的

に関係教職員に事業計画を

示している。 

   

1-3 学校として将来構想を抱いている

か。 
4 

つねに学生・教職員に示

している。 

HP、授業を通し示してい

る。 

さらに深く理解してもらうた

めの工夫が必要である。 
HPなど 

2-3 人事や賃金における処遇に関する

制度は整備されているか。 
4 徐々に整備されている。 

2016 年 4 月に日中文化芸

術専門学校教職員就業規程

を大阪中央労働基準監督署

に登録している。 

   

2-4 意思決定システムは確立されてい

るか。 
4 確率されている。 

小さな会議を「教員会議」に組

み込み、意思決定を明確化させ

た。 

 課題ごとの

定例会議 

5．完璧 4．かなり進んでいる 3．普通 2．やや足りない 1．ほとんど進んでいない NA．当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校運営は、全ての点検小項目につい

て基準を満たしているが、文書化され

ていない項目が多いため、点検点数が

低い。 

多くの項目の内容を文書化し、細目まで徹底的に業務を推進する必要がある。 

  最終更新日付 2023/6/23 記載責任者 張 永勝 
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基準 3 教育活動―観光通訳ガイド学科 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 観光通訳ガイド専攻学科は、三学科の内の一つとして設置されているが、他の

二学科と違い、中国人の日本観光ブーム、爆買い現象などを背景にして更に今後

の流れに乗っていく為に総合的な応用型人材を育成することが急務である。ガイ

ド業務、日本史、旅行中国語会話、日本地理、日本観光概要、日本旅行業法など

特殊な科目が設置されている。ガイド業務授業には実際観光地に行って実践的な

授業を行うことで学生が好評だった。昨年度はベトナム人学生が増えたが、今年

度はガイドをめざす中国人留学生が多い。 

 学生は日中両国の言葉をツールにして、日中両国の文化や習慣をは

じめ、観光客に客観的に歴史、地理、気候、文化、習慣などを説明す

ることによって、正しく日本を認識してもらう。日本の製品を中国人

に使ってもらい、日本の経済発展にも役立つ。観光を通して両国民に

相互理解や平和友好を促進する趣旨とする。国家資格を取得できるよ

う、授業も取り組んでいる。昨年は「旅行業務取扱管理者」の資格を

取得した学生が卒業し、旅行社に就職。卒業生で多くの学生がホテル

に就職し、学校で培った知識を活かしている。昨年度に続きは新型コ

ロナウィルス感染症の影響により観光業界が復活せず、就職内定者が

少なかった。 
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基準 3 教育活動――観光通訳ガイド専攻学科  点検総合平均： 4.3 

点検小項目 点検得点 現状認識・評価等 根拠 課題とその解決方向 参考資料 

3-1 学科の教育目標、人

材育成像は、その学科に

対応する業界の人材ニー

ズに向けて正しく方向付

けられているか。 

5 

旅行業発展の現状に合わせて、中国

語と日本語の聞き取り、会話、通訳

などを行い観光業界の応用型専門人

材を育てる。 

学科の教育目標、人材育成像を手引

きなどの文書で示し、正しく方向付

けしている。 

特になし 学則 

3-2 カリキュラムは体系

的に編成されているか。  
4 

カリキュラムを編成する体制はあ

る。 

学則通りに編成し、専門課程にふさ

わしいものにしている。 

観光業界の現状に合

わせて対応してい

く。 

学則 

3-3 学科の各科目は、カ

リキュラムの中で適正な

位置づけをされている

か。 

4 
各科目は、適正な位置付けを意識し

つつ作成している。 

教務課、学科、担当講師を中心に行

われている 
特になし 

授業評価

表 

3-4 授業評価の実施・評

価体制はあるか。 
4 

担当教員の授業自己評価及び学生の

授業評価を行い、また講師との面談

も実施している。 

教員授業アンケート            

学生授業アンケート 
特になし 

授業評価

表 

3-5 育成目標に向ける授

業を行うことができる要

件を備えた教員を確保し

ているか。 

4 募集体制を確保している 学生授業アンケート 特になし 

教員の履

歴書など

相関資料 

学校関係者評価報告書 5 

学則に従って授業時間数で各教科の

単位を設定し、各教員のシラバスに

よって成績評価している 

成績表あり                

学生規程に明記している。 
特になし 

学則      

学生手引 
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3-7 資格取得の指導体制

はあるか。 
4 

日本語能力試験や通訳案内士およ

び国内旅行業務管理者の補講を行

っている 

受験状況を把握している。 特になし  

3-8 教職員の能力開発の

ための研修等が行われて

いるか。 

4 

各自の研修を行っているし、定期

的に学科の研修も行っている、制

度的に定めていくつもり。 

教科書研修を自主研修として行ってい

る、定期的に学科別の研修会を行う。 
特になし 教員研修会 

3-9 学生進級、留年の認

定基準は明確になってい

るか。 

4 

教員会議でその基準を規定し、そ

れに準じて学生の進級、留年を判

定会議で決めている。 

進級、留年学生の結果を公示している。 特になし 教員会議記録 

3-10 学力低下の学生に

補講制度などがあるか。 
5 

冬期休暇、夏季休暇に積極的に補

講を行っている。 
 特になし 補講時間割 

5．完璧 4．かなり進んでいる 3．普通 2．やや足りない 1．ほとんど進んでいない NA．当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 観光通訳ガイド専攻学

科は、教育活動におい

て、すべての点検小項目

について基準を満足して

いる。 

新型コロナウィルス感染症の影響が変化し、卒業生の就職が昨年度より増えた。 

      

  最終更新日付 2023/6/23 記載責任者 張 永勝 
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基準 3 教育活動―日中通訳学科 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 日中通訳学科は学校の三学科の一つとして設置されているが、他の二つの学

科と違い、留学生の場合、日本語が N1 に準ずるレベル、日本人学生であれば

中国語も理解するべく語学的に厳しい要求がなされている学科である。教育目

標は、言語を訳せる能力を養成することだけではなく、留学生の場合は、日本

で進学することも目標とする者が多い。語学の科目だけではなく、経済学、企

業研究、日本社会研究、など人文科学の専門課程も設置し、多分野で翻訳・通

訳として活躍できる人材を育成する条件を整えている。 

 2019年度より、日本人学生の割合が増え、中国の大学編入学を目指す学

生、高校生が増えた。業評価については、かなり評価が高い授業が多いが、教

員の研修などの教育活動をさらに体系化する工夫が必要である。 

 中国語に関心をもつ高校生、スキルアップなどを社会人などが在籍。卒

業生は進学希望者が多く、就職しつつ通信制大学の編入を果たした学生も

いる。学習と通して中国語検定や HSKなどの検定試験に合格した学生も多

い。 
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基準 3．教育活動――日中通訳 点検総合平均： 4.3 

点検小項目 点検得点 現状認識・評価等 根拠 課題とその解決方向 参考資料 

3-1 学科の教育目標、人材育成像

は、その学科に対応する業界の人材ニ

ーズに向けて正しく方向付けられてい

るか。 

4 
専門的な科目を設け、通訳に

相応しい教育を行っている。 

学科の教育目標、人

材育成像を学則、手

引きなどの文書で示

し、正しく方向付け

ている。 

特になし 学則 

3-2 カリキュラムは体系的に編成さ

れているか。  
4 

カリキュラムを編成する体制

はある。 

学則に従い、編成し

ている。 
特になし 学則 

3-3 学科の各科目は、カリキュラム

の中で適正な位置づけをされている

か。 

4 
各科目は、適正な位置付けを

意識しつつ作成している。 

教務課と学科、担当

教員が行なってい

る。 

特になし 授業評価表 

3-4 授業評価の実施・評価体制はあ

るか。 
4 

昨年度より担当教員の授業自

己評 5 及び学生の授業評価を

行っている。 

教員授業アンケート            

学生授業アンケート 
特になし 授業評価表 

3-5 育成目標に向け授業を行うこと

ができる要件を備えた教員を確保して

いるか。 

5 確保している。 学生授業アンケート 特になし 

教員の履歴

書など相関

資料 

3-6 成績評価・単位認定の基準は明

確になっているか。 
5 

学則に従って授業時間数で各

教科の単位を設定し、各教員

のシラバスによって成績評価

している。 

成績表がある。               

学生規程に明記して

いる。 

特になし 

学則       

学生の手引

き 

3-7 資格取得の指導体制はあるか。 4 
中国語検定対策の 

補講を行っている。 

受験状況を把握して

いる 
特になし  

3-8 教職員の能力開発のための研修

等が行われているか。 
4 研修を制度化した。 

教科書研修を自主研

修として行ってい

る。 

特になし 
教員研修報

告書 
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3-9 進級、留年の認定基準は明確に

なっているか。 
5 

教員会議で基準を規定

し、それに準じて進

級、留年を判定会議で

決めている。 

進級、留年の結果を公示して

いる。 
特になし 教員会議記録 

3-10 学力低下の学生に補講制度など

があるか。 
4 

前年度の学年試験で不

合格の学生に各科目で

補講を行っている。 

 特になし 
補講時間割、

教員会議記録 

5．完璧 4．かなり進んでいる 3．普通 2．やや足りない 1．ほとんど進んでいない NA．当てはまらない 
      

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

ほぼ基準に満たしている。 特になし 
      
      
      

  最終更新日付 2023/6/29 記載責任者 愛甲 芳華 
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基準 3 教育活動―日本語・日本文化学科 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 外国人留学生が多い学科。日本文化に興味がある学生が多く、文化を学

びその分野で就職を目指している。昨年度は進路指導室の教職員の努力が

実り、様々な企業・学校が説明に来校し、就職率の向上につながった。 

 学校のパソコン、インターネット環境の改善もしたため、PDF、パワーポイ

ントなどのデジタルコンテンツを用いた授業の普及をさらに進めた。 

 令和４年度は電子黒板を用いた授業を行い、多くの学生から好評を得た。 

新型コロナウィルスの影響の変化で、就職できた学生が前年度よ増えた。 
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基準 3   教育活動――日本語・日本文化学科  点検総合平均： 4.3 

点検小項目 点検得点 現状認識・評価等 根拠 課題とその解決方向 参考資料 

3-1 学科の教育目標、人材育

成像は、その学科に対応する業

界の人材ニーズに向けて正しく

方向付けられているか。 

4 明確に定められている。 
学校生活の手引き、HP、学

校案内に明示されている。 
特になし 

HP、学校案内、

学生生活の手引 

3-2 カリキュラムは体系的に

編成されているか。  
5 

体系的に編成されている。授

業を通して日本文化や企業文

化を伝えている。 

当校学校生活の手引きに記

載、学校案内に主な授業科

目を記載。 

特になし 
学校案内、学生

生活の手引 

3-3 学科の各科目は、カリキ

ュラムの中で適正な位置づけを

されているか。 

4 
概ね適正な位置づけがされて

いる。 
学校案内 特になし 

学校案内、学生

生活の手引 

3-4 授業評価の実施・評価体

制はあるか。 
4 

担当教員の授業自己評価及び

学生の授業評価を行ってい

る。 

教員授業アンケート             

学生授業アンケート 

担当者が定期的に各授業の

評価を行い適正かどうかの

チェックを行った。 

授業アンケート 

3-5 育成目標に向け授業を行

うことができる要件を備えた教

員を確保しているか。 

4 確保している。 学生授業アンケート 
引き続きふさわしい教員の

確保に努める。 

教員の履歴書な

ど相関資料 

3-6 成績評価・単位認定の基

準は明確になっているか。 
5 基準はある。 

学生生活の手引きに定めて

いる。 
特になし 

学則     

学生生活の手引

き 
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3-7 資格取得の指導体制はある

か。 
4 体制はある。 

日本語能力検定試験の模試の

実施や対策講座を行ってい

る。また、授業時間外にて特

定技能試験などの対策も行っ

た。 

日本語能力検定以外の検定試

験も積極的に指導していきた

い 

 日本語能力補習

案内通知、授業日

誌、特定技能試験

合格通知 

3-8 教職員の能力開発のための

研修等が行われているか。 
3 

必要に応じ研修を行って

いるが、コロナウィル感

染症の関係で回数は少な

い。 

感染症対策を行いつつ、教育

実践訓練の教員研修などを実

施した。 

 教員研修報告書、

教員日報 

3-9 学生進級、留年の認定基準

は明確になっているか。 
5 明確に定められている。 学則、学生生活の手引き 

規定を厳守して進級、留年の

制度を周知させる必要があ

る。 

教員会議記録 

3-10 学力低下の学生に補講制度

などがあるか。 
5 

年度末に実施されてい

る。 

単位が取得できていない学生

には補講、追試を行ってい

る。 

 補習時間割、教員

会議記録 

5．完璧 4．かなり進んでいる 3．普通 2．やや足りない 1．ほとんど進んでいない NA．当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

日本語・日本文化学科は、教育活

動において、すべての点検小項目

について概ね基準を満たしてい

る。 

職業実践訓練課程の実施により、就職、進学向けの教育活動を積極的に取り入れた。新型コロナウィルス感染症の影

響の変化で、全般的に就職した学生は前年度より増えた。 

      

  最終更新日付 2023/7/7 記載責任者 森本 濠 
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基準 4 教育成果 点検総合平均： 3.6 

点検小項目 
点検

得点 
現状認識・評価等 根拠 

課題とその

解決方向 
参考資料 

4-1 定期試験の成績

公示を行っている

か。 

4 前期・後期試験の通知 
成績表、試験

結果の通知 
 特になし 成績表 

4-2 資格取得率の向

上が図られているか 
4  

中国語検定、日本語能力試験の合格者なども出て、全体的に合格者が増え

てきた。 
試験合格通知 

受験指導を行

う 
  

4-3進学率の向上が図

られているか。 
3 卒業後に就職することを目標とするため、進学率は現状維持であった  進路調査  卒業生進学リ

スト 

4-4退学率の低減が図

られているか。 
4 

進路指導、生活指導が努力し、学生に寄り添った指導を行うことにより、 

退学率の低下をめざしている。 
退学リスト     

4-5 就職率の向上が図

られているか。 
4 コロナウィルス感染症の影響の変化で就職率が上がった。  進路調査  卒業生就職先

リスト作成 

4-6 在学生の社会的

な活躍及び評価を把

握しているか。 

3 中国語を使った活動を行う学生がいた  学生調査    

5．完璧 4．かなり進んでいる 3．普通 2．やや足りない 1．ほとんど進んでいない NA．当てはまらない 
      

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）     

進路指導なの成果が

実った。 
今年度は新型コロナウィルス感染症の影響の変化で卒業生の就職内定率が前年度より上がった。 

      

  最終更新日付 2023/7/7 記載責任者 森本 濠 
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基準 5 学生支援―教育面 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 2015 年 4 月に開校したばかりだが、本格的な進学、就職指

導の体制を整いつつである。日中通訳学科では、大学院・大学

への進学希望者が多いので、すでに担当者がきめの細かい指導

を行っており、2016 年 4 月までの卒業生は名門大学・大学院

に進学した。観光通訳ガイド専攻学科は就職をめざす学生を対

象として設置されており、卒業生の多くは観光業界などに就職

した。日本語・日本文化学科は専門知識を育成中、日本語能力

を高めるように力を注ぎ、昨年度は様々な業界で卒業生が就職

した。全学科には社会が必要な人材の育成に重点において、教

育している。 

 カリキュラム内での社会に必要な知識の授業を中心に行っている。資格取得を強化した

授業を組まれている。日本語能力試験対策として、N1,N2 の受験生には補講を実施し、添

乗員、中国語検定の受験対策も補講している。新型コロナウィルス感染症対策として手の

消毒、マスク着用等を実施し、対面授業を行った。 
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基準 5 学生支援―教育面  点検総合平均： 4.0 

点検小項目 点検得点 現状認識・評価等 根拠 課題とその解決方向 参考資料 

5-1 就職・進学指導に関する体制は整備さ

れ、有効に機能しているか。 
4 

進路指導室の努力によ

り、はやめに進路を決

定できる。 

進路指導室、求人情報

提供公開掲示板など 

コロナ影響の変化による

進路指導方針の確定 
  

5-2留学生のための日本語指導等の体制は整

備されているか。 
4 

放課後の日本語補講の

ほか、長期休暇中の補

講なども行った 

補講や各担任の連絡、

報告 
 カリキュラム表  

補講実施表 

5．完璧 4．かなり進んでいる 3．普通 2．やや足りない 1．ほとんど進んでいない NA．当てはまらない 

      

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

各項目の基準を満たしていると判断でき

る 。 

入試課、学生課、教務課、各学科、進路指導室が連携し、全校をあげて就職・指導体制、日本語指導体制を

つくりあげている。現状をさらに精査し、不適切な点を改善し、より良い体制づくりに尽力する。 

      
      

  最終更新日付 2023/7/7 記載責任者 森本 濠 
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基準 6 学生支援―生活面 

  

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学生支援は進学指導体制の構築、就職活動指導体制作りと進んでい

る。学生寮の整備、アルバイト指導を強化している。留学生に対するビ

ザの更新に関する指導も常に行っている。 

 ベトナム、中国国籍の留学生に対し、母国語での対応を行っている。新型コ

ロナウィルス感染症の影響で対応が必要な留学生に対して、学費の個人相談、

アルバイトを含めた支援を行っている。 
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基準 6 学生支援―生活面  点検総合平均：4.2 

点検小項目 点検得点 現状認識・評価等 根拠 課題とその解決方向 参考資料 

6-1 就職・進学指導に関する体制は整備さ

れ、有効に機能しているか。 
4 整備されている 

進路指導室と進路指

導担当を配置してい

る。 

    

6-2 学生の経済的側面に対する支援が全体的

に整備され、有効に機能しているか。 
4 

学費の分納など、制度を

整備した。 

アルバイトの紹介な

どの支援活動を積極

的に行っている。 

学費の未納がまだ多い   

6-3 学生の健康管理を担う組織体制があり、

有効に機能しているか。 
4 機能している 

学生課職員や担任教

師を配置し、病気の

学生を病院に付き添

うなどをした。 

    

6-4 学生寮等、学生の生活環境への支援は行

われているか 
4 学生の支援を行っている 

SNSを活かした連絡

網で悩み相談、生活

指導などを行ってい

る。 

    

6-5保護者と適切に連携しているか。 5 連携している 

外国人留学生が多い

が、保護者と連絡の

連携を取り組んでい

る。 

    

5．完璧 4．かなり進んでいる 3．普通 2．やや足りない 1．ほとんど進んでいない NA．当てはまらない 
      

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

各項目について基準を満たしている。 留学生への経済支援、保護者との連携などを強めた。不登校時などは保護者と連絡を取りあうようにした。 
      
      

  最終更新日付 2023/6/23 記載責任者 薩仁 其其格 
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基準 7 教育環境 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 施設・設備は効果的に教育目標を達成できるように、事業計画

に明確にして、安全、快適な教育環境を提供できるように計画的

に整備している。留学生が多いため、防災対策として、防災セン

ターの見学、防犯・防災講習会や非常口の定期点検などを実施し

ている。 図書室も蔵書量を増やすことで充実させている。学外

実習等の体制も整備されている。台風などの天災があり、運動

会・音楽祭を実施できなかった。本年度も昨年とおなじく毎年行

っている学園祭・運動会・音楽祭を実施する予定が新型コロナウ

ィルス感染症の影響で中止となった。 

毎年新入生に対して、警察署による交通安全・防犯・防災講習会が行い、阿倍野防災

センターの見学も行っていたが、昨年に続き本年度も新型コロナウィルス感染症の影響

で中止になった。Zoomを用いた遠隔授業の経験を生かし、デジタルコンテンツを生か

せる教育を行った。 
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基準 7 教育環境  点検総合平均：4.0 

点検小項目 点検得点 現状認識・評価等 根拠 課題とその解決方向 参考資料 

7-1 施設・設備は、教育上の必要性に十分対

応できるよう整備されているか 
4 

PC教室の設備を充実さ

せた 

パソコン室、校内 LAN環境

の整備、電子黒板の導入。 
   

7-2 学外実習、インターンシップ、海外研修

等について十分な教育体制を整備しているか 
4 整備している 

2 年生は学外実習体制があ

る。 
  

7-3 校舎平面図、備品台帳、図書室台帳など

の教育環境相関物品を揃っているか 
4 揃っている 総務課報告    

7-4 企業団体など連携契約体制を整備してい

るか 
4 

連携契約体制を整備し

ている 

海外の大学、日本の旅行会

社、教育実践専門課程の協

力企業などとの連携体制が

整備されている。 

企業と連携した学外学

習。そして就職面接会

もあった。 

  

7-5 防災に対する体制は整備されているか 4 整備されている 
防災、防犯教育制度を職

員、学生に行った 
   

5．完璧 4．かなり進んでいる 3．普通 2．やや足りない 1．ほとんど進んでいない NA．当てはまらない 

      

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育環境は全ての点検小項目について基準を

満足している。 
教育環境の整備は整っている。 

    

最終更新日付 2023/6/23 記載責任者 郭 世斌 
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基準 8 学生の募集と受け入れ 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 本校の紹介は、ホームページ、パンフレット、チラシ、広告を通じ

て入学希望を持っている学生に周知徹底している。海外留学生の募集

は、海外へ直接行って説明会を実施。国内の募集は、日本語学校や高

等学校へ行って説明会を行う、進学フェアの参加することにより市場

調査と学校間の信頼関係を強化し、質の高い学生募集を行っている。

特に、海外では、現地の大学とも提携し、交換留学など募集・受け入

れにつながるシステムを確立している。選考基準を定め、入学試験を

実施し、厳正な募集を実施している。 

 ビデオ映像や写真等を多く活用し、視覚に訴え、希望する学生たちが自分の目

で見て、理解できる学校紹介を心がけている。また、学校内の教育質の向上、親

身な学生対応や豊富の学生活動の充実など学生目線に立った学校づくり、改善や

強化により、良い口コミに繋がり、口コミよりの受験も多くあった。しかし、

2022 年度、2023 年度は新型コロナウィルスの影響が大きく、新入生が例年に比べ

激減した。 
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基準 8．学生募集と受け入れ  点検総合平均：4.4 

点検小項目 点検得点 現状認識・評価等 根拠 
課題とその解決方

向 
参考資料 

8-1 学校案内に関する資料が揃っているか。 5 揃っている 
日、中、越三言語のチ

ラシ、ホームページ。 
 ホームぺージ、パン

フレット、チラシ 

8-2 学校案内に関する資料は定期的に更新さ

れているか。 
4 適正に更新されている 

ホームページで更新さ

れている 
 ホームぺージ、パン

フレット、チラシ 

8-3 学生募集活動は、適正に行われている

か。 
4 適正に更新されている 

時期によって行われて

いる 
特になし 教員会議、議事録 

8-4 入学選考は、適正かつ公平な基準に基づ

き行われているか。 
5 適正に更新されている 

選考基準に基づき、選

考課題を増やして行っ

ている。 

   

8-5 学生募集活動に関する規程などの書類を

整備しているか。 
4 整備している 

学生の手引き、学則、

内規 
特になし 

学生の手引き、学

則、内規 

8-6 学生募集活動において、教育成果は正確

に伝えられているか。 
4 正確に伝えられている 面談で説明している    

8-7学納金は妥当なものとなっているか。 5 
妥当なものとなってい

る 

他校のものと比較対照

している 
特になし   

5．完璧 4．かなり進んでいる 3．普通 2．やや足りない 1．ほとんど進んでいない NA．当てはまらない 
      

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

募集・受け入れ体制は、パンフレットや選考

基準で妥当だと言える。日本人募集を強化し

たがまだ改良の必要がある。 

 受入定員に関しては監督官庁の指導に従い厳守し、日本国内の学生のほか、留学生に対しても募集活動を

行っている。 

      

  最終更新日付 2023/6/26 記載責任者 馮 美越 
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基準９．法令等の遵守 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

法令、監督官庁の大阪府私学課、および出入国在留管理局の指導等

を遵守して学校運営を行っている。                      

自己点検・自己評価を制度化し、毎年、定期的に実行するように定

めている。 

法令・指針を遵守し、顧問弁護士や行政書士にも依頼し都度確認を行っている。 

 

 

 

 

 

23 



基準 9 法令等の遵守 点検総合平均：4.2 

点検小項目 点検得点 現状認識・評価等 根拠 課題とその解決方向 参考資料 

9-1 法令、設置基準等の遵守と適

正な運営がなされているか 
5 法令に従って運営している 常に法令や基準など確認している。 都度確認し、法令を厳守する 学則 

9-2個人情報に関し、その保護の

ための対策が取られているか 
4 

個人情報の重要性を十分に

認識し、学校全体の取組み

として各種情報の保護を図

っている 

教職員会議などを通して周知させた 
学生のアルバイト先からの在

籍確認などに関する対応 
  

9-3 自己点検・自己評価の実施と

問題点の改善に努めているか 
4 積極的に努めている 自己点検・評価報告書及び関連資料 

毎年自己点検・評価の結果よ

り改善している 

自己点

検・自己

評価報告

書 

9-4 自己点検・自己評価結果の公

開はしているか 
4 毎年情報公開している 

ホームページに公開している自己点

検・自己評価報告書 
   

5．完璧 4．かなり進んでいる 3．普通 2．やや足りない 1．ほとんど進んでいない NA．当てはまらない 
      

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 各項目の精度があがっている。  法令を遵守し、健全な学校運営を行い、学生の教育に力を注いでいる。 

      
      

  最終更新日付 2023/6/28 記載責任者 張 永勝 

 

24 



基準 10 国際交流 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学園祭・海外研修などにより学生が国際交流の場ができた。

留学生を積極的に受け入れ、日本国内から多くの留学生が入学

した。海外の多数の大学と姉妹校を締結し、異文化交流の促進

を積極的に行い、日本だけでなく、世界へと広く視野を持った

人材育成を目的としている。留学生支援室を再編し、進路指導

の機能を強化した。各在籍国の母国語がわかる職員が業務に慣

れ、留学生のビザ更新指導及び日本語教育の取組みなどが充

実。留学生の就職進学率が大幅に上がり、ますますの国際交

流、留学生体制を進化している。 

 中国とベトナムをはじめとする多くの留学生に対応する相関業務を積極的に推進した

結果が表れた。それにより安定した学校運営ができている。2016 年には、本校の台湾姉

妹校へ第一回の台湾研修旅行を行った。2019年まで運動会・学園祭・音楽祭には各国籍

の方が参加し、国際交流を行った。本年度は以前から続いた武漢や山東省の学校と交流

を深め、副校長が上海外国語大学賢達経済人文学院から依頼され、オンラインで「日中

文化」についての講義を行った。 
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基準 10 国際交流 点検総合平均：4.3 

点検小項目 点検得点 現状認識・評価等 根拠 
課題とその解決方

向 
参考資料 

10-1留学生募集体制を整備している

か 
4 

整備されおり、常に改

善している。 
募集・受入れ体制と資料など 特になし 

HP、パンフレッ

ト、チラシ、動画

など募集用資料 

10-2留学生管理体制を整備している

か 
4 

業務のマニュアル化・

組織化をすすめた。 

教務課、学生課により出席率と成

績率の指導と管理を徹底的してい

る。留学生のビザ管理、防災教育

などの業務を行っている。 

生活管理の強化 
教員会議議事録な

ど 

10-3留学生支援体制を整備している

か 
5 整備されている 

各在籍国の母国語がわかる職員が

おり、留学生のビザ更新指導、就

職支援及び日本語教育の取組みな

どを行っている。コロナウィルス

感染症に大きな影響を受けた学生

は生活支援などを中心に行った。 

特になし 
教員会議議事録な

ど 

5．完璧 4．かなり進んでいる 3．普通 2．やや足りない 1．ほとんど進んでいない NA．当てはまらない 
      

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

全ての項目の基準について満たして

いる。 
留学生に対して母国語で支援を行うことにより、中退を防ぐなどの効果があった。 

      
      

  最終更新日付 2023/6/28 記載責任者 張 永勝 
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基準 11 財務：4.2 

点検小項目 
点検得

点 
現状認識・評価等 根拠 

課題とその

解決方向 
参考資料 

11－1 中長期的に学校の財

務基盤は安定しているとい

えるか 

4 安定している 財務諸表  財務情報 

11－2予算・収支計画は有

効かつ妥当なものとなって

いるか 

4 

業務のマニュアル

化・組織化をさらに

強化した 

新規入学者層および留学生を積極的に開拓しまし

た。職業人教育事業を継続し、事業規模を縮小均

衡させることなく教育施設設備の更新・業務の効

率化を図り、教職員の雇用を維持していくことを

大前提として、中期事業計画・年度予算・収支計

画を策定した。 

 理事会、評議員会議事録

など 

11－3財務について会計監

査が適正に行われているか 
4 適正に行われている 

財務内容についても監事に理解されることによ

り、会計年度終了後の会計監査が効率よく実施さ

れている。 

 理事会、評議員会議事録

など 

11－4財務情報公開の体制

整備はできているか 
5 整備している ホームページに掲載してある。 特になし ホームページ 

5．完璧 4．かなり進んでいる 3．普通 2．やや足りない 1．ほとんど進んでいない NA．当てはまらない  

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 全ての項目の基準につい

て満たしている 

財務基盤を安定させるため、収支の見直しとともに、入学時前の経費支弁の可否の確認、退学・除籍などのドロップアウト

対策を強化して、学生課がより学生に寄り添った対等をし、改善を図った。結果、新型コロナウィルス感染症下ではありま

すが、退学者は少なく、教育効果もあり、財務基盤の安定につながった。 

      
      

  最終更新日付 2023/7/7 記載責任者 羅 晶 
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